
1

一 緒 に 都 市 復 興 の あ り 方 を 考 え て い き ま せ ん か

第3回 事前復興まちづくりミーティング

令和8年8月1日（土）

【資料1】
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お願い

●座席についたら、席上の名札にニックネームを書いてください。

●14時に開会します。開会時刻にはお席についてお待ちください。

●参加者ご自身による写真・動画の撮影、録音はご遠慮ください。
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本日の流れ

区のこれまでの取組と、これまでの検討のまとめについて１．区からの説明

「回復力のあるコミュニティをつくる」

市古 太郎 先生（東京都立大学 都市環境学部 教授）

「それぞれの立場からみた都市復興と、今日からできる事前復興を考えよう」

①復興ロールプレイングYES・NOゲーム

②都市復興の目標を自分ごととして考えるワーク

③今日からできる事前復興を見つけるワーク

‐休憩‐

２．基調講演

３．グループワーク

４．グループワーク発表

‐休憩‐
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いつ起きるか分からない災害に備えて、都市復興の理念や目標を事前に

皆様と検討し、（仮称）杉並区事前復興まちづくり方針としてまとめておく

事前復興まちづくりの目的

・都市復興の理念・目標について、一緒に考える

・参加してくださった皆様が、復興について考えるきっかけをつくる

・これまでの成果を踏まえた「方針策定に向けたこれまでの検討のまとめ」

の共有

・自分自身・地域でできる事前復興について考えるきっかけをつくる

区がやろうとしていること

事前復興まちづくりミーティングの目的（全３回）

第３回事前復興まちづくりミーティングの目的（本日）
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首都直下型地震による杉並区の被害想定

多摩東部直下地震（M7.3 冬・夕方・風速8m/s)

被 害 想 定 出 典 ： 東 京 都 防 災 会 議 『 首 都 直 下 地 震 に よ る 東 京 の 被 害 想 定 （ 令 和 ４ 年 ５ 月 ） 』 よ り

・区内震度分布(面積)：震度６強…46％ 震度６弱…54％

・建物全壊棟数：   3,233棟 （全体の2.5%）

・建物半壊棟数：     10,676棟 （全体の8.2％）

・火災による焼失棟数：10,342棟 （全体の7.9%）

24,251棟 

18.6%

耐震・不燃化の取組は着実に進んでいるものの、

依然として一定の被害が想定されています

半壊以上
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都市の事前復興とは

都市の復興とは？

“旧状の水準を超えた新しい価値や質が付加された都市空間を生み出すための
措置を講じること”

被災前の状態へと戻す「復旧」ではなく、まちの機能を向上させ、皆さん
一人一人にとってより良いまちへと生まれ変わらせるのが「復興」です。

都市の事前復興とは？

迅速な都市復興ができるよう、“災害が発生する前”に、必要な事項を
準備しておくこと

防災・減災

災害による被害がおきないように
する・最小限にするための取組

それでも発生してしまう被害に備え、
予め復興に向けた準備をしておく取組

事前復興
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・都市の復興のあり方（理念・目標・手法）の検討

・復興手順の検討、復興体制の構築

・復興に当たって必要となる基礎データの整理

区民の皆様との対話の成果をふまえて、
（仮称）事前復興まちづくり方針 としてまとめます

杉並区震災復興マニュアル

迅速な都市復興ができるよう、

  “災害が発生する前”に、必要な事項を準備しておくこと。

地籍調査の実施など

都市の事前復興とは

＜準備しておく事項＞
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都市復興基本
計画（原案）
の作成

都市復興基本
計画の作成

復興事業
の実施

~2週間 ~2ヶ月 ~6ヶ月

避難生活期 復興始動期 本格復興期

事前復興
の取組

・ご近所との助け合い（共助）
・避難所での生活
・地域復興協議会※を核とした
復興プロセスの開始

・ライフラインが一部復旧。自宅に戻る人
が増える

・地域復興協議会を中心に地域の復興
について検討

・仮設住宅の供給が始まる

・まちの復興が
本格化する

震災後の都市の復興プロセス

※東京都震災復興マニュアル復興施策ガイドライン（令和7年3月修正）をもとに作成

※地域復興協議会…被災地域の住民や事業者等が主体的に参画し、地域力を生かして復興に取り組む核となる組織

区
民
・
事
業
者

発災

都市復興基本方針
の作成

区

一般の区民の方に
は、都マニュアル
の内容は不要かも

プロセスの流れの
ページで「東京都
や周辺自治体と足
並みをそろえるた
めに、方針や計画
類のタイミングを
合わせて連携をす
ることになってい
ます」と、補足す
るくらいでいいか
な

また、東京都のマ
ニュアルは、たぶ
ん一般には公開さ
れていないという
こともあり…（菅
井）
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（仮称）事前復興まちづくり方針で定めること

t
理念 目標 期間 対象区域 地区区分

都市復興の 復興にかかる 市街地復興の

都市復興基本方針

等

理念 目標
手順

（期間）
対象区域・地区区分などの紹介
（事業手法例・整備イメージ図）

都市復興の

（仮称）杉並区事前復興まちづくり方針

発
災
後

事
前

都市の復興を進める上で前提とする考え

復興によりどんなまちを目指すか

特にこの部分を重視して、「(仮称)杉並区事前復興まちづくり方針」としてまとめます。

理念：

目標：
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方針策定に向けたスケジュール（対話の取組）

R7.7‐8 アンケート調査

R7.9.20 聴っくオフ・ミーティング

事前復興まちづくりミーティング

方針（案）パブリックコメント

方針
策定

第1回 第2回 第3回

R7年度 R8年度

R7.12‐R8.1 関係団体向けアンケート調査
本日
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事前復興まちづくりに関するアンケート実施概要

調査期間：令和7年7月29日 ~ ８月20日

対象者  ：2,800名（16歳以上の区民から無作為抽出）

送付方法：郵送

一般区民向け

関係団体向け

区HPで報告書を公開しています。https://www.city.suginami.tokyo.jp/s092/23014.html

調査期間：令和７年12月 ~ 令和８年１月

対象団体：●町会 ●いきいきクラブ※ ●杉並区障害者団体連合会構成団体

●小・中学生保護者 ●区内商店会 ●東京商工会議所杉並支部
※いきいきクラブ…生きがいを高めるためにさまざまな活動を行う、おおむね60歳以上の区民による自主的な団体
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0 100 200 300 400 500 600

１ 一日でも早い復興

２ 復興事業における透明性

３ 多くの区民の賛成と納得感

４ 誰ひとり取り残さないこと

５ 費用対効果の最適化

６ 区民参加の場の確保

７ 無回答

１位 2位 3位

事前復興まちづくりに関するアンケート実施結果

問3-1．復興の進め方において、あなたが大切だと思うことは？（1位から3位の3つを選択）

（件)

1位から3位の合計では「１．一日でも早い復興」（544件）の回答件数が最も多く、
次いで「２．復興事業における透明性」（351件）が多かった。また、1位から3位の
合計において「３．多くの区民の賛成と納得感」、「４．誰ひとり取り残さないこ
と」、「５．費用対効果の最適化」はいずれも250件を超す多くの回答があった。な
お、1位を「１」とする回答が際立って多く、1位全体の約71％（433件）を占める。 

「1.一日でも早い復興」

の合計回答件数が

500件超

「2.透明性」の合計

回答件数は350件超

「3.納得感」「4.取り残さない」

「5.費用対効果」それぞれの

合計回答数は250件超

1位を「1.一日でも早い
復興」とする回答

約71％

（一般区民向けアンケートより抜粋）
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ゆう杉並（児童青少年センター）シールアンケートについて

選択肢 得票数 得票割合 順位

遊びや運動ができる公園・オープンスペースが多い 35 28.5% １位

勉強などに使える居場所が近くにある 26 21.1% ２位

商店街のイベントや地域のお祭りがたくさん 20 16.3% ３位

道路が広くて安全 18 14.6% ４位

お出かけや通学に便利 13 10.6% ５位

まちにみにみどりが多い 11 8.9% ６位

合計 123

実施期間：令和７年12月10日(水)～12日(金)
対象者 ：ゆう杉並（児童青少年センター）利用者（小・中・高校生）
回答者 ：123名
回答方法：アンケートパネルへのシール貼り付け（１人１枚）

Q．選択肢の中で、あなたの思う理想の（復興後の）すぎなみに
一番近いイメージは？ （一つ選択）

事前復興まちづくりについて、
子どもたちの意見を聞いてきました。
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聴っくオフ・ミーティング開催概要

開催日時：令和７年９月20日（土）

13:00~16:30

参加者： 18名（区内在住）

意見（フセン）の数： 135件

（好きなところ59件 希望79件）
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＜フリップ “復興のために一番大事だと思ったこと” より抜粋＞

聴っくオフ・ミーティング開催結果
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第１回事前復興まちづくりミーティング開催概要

開催日時：令和7年11月24日（月・休）

  14:00~16:30

参加者：21名（区内在住・在勤）

意見（フセン）の数：192件

（ワーク①40件 ②63件 ③89件）
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第１回事前復興まちづくりミーティング開催結果

グループワークでは、復興後のまちにも、
・大切な“杉並らしさをのこしていきたい”、
・復興を契機に “+αのより住みやすいまちにしたい”
・復興を契機に “災害に強いまちにしたい” 

という意見が多く聞かれました。

まもる
のこす

かえる
なおす

のばす
つなぐ

杉並らしさを みんなの好きなところを 安全性を高めるため
まちの弱点を
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第２回事前復興まちづくりミーティング開催概要

開催日時：令和８年３月７日（土）

  14:00~17:00

参加者：19名（区内在住）

意見（フセン）の数：168件

（ワーク①94件 ②74件）
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第２回事前復興まちづくりミーティング開催結果

ゆとり
コミュニティ
暮らしやすさ
安心・安全

にぎわい
個性
交流
安心・安全

憩いの場
多世代の交流
みどりの維持・創出
安心・安全

まちのすがた①
住宅街

まちのすがた②
駅前・商店街

まちのすがた③
みどりの多い地域

・ゆとりのある低密度なまちなみ

・安心・安全に暮らせる住環境

・広くて安全な、誰もが歩きやすい道路

・活発な地域コミュニティ

・暮らしやすさとみどりが調和した

まちなみ

・にぎわいにあふれ、暮らしを支える

商店街

・個性豊かで楽しいお店・イベント

・人が集い、自然に交流が生まれる空間

・安心して利用できる商業環境

・人にも自転車にも車にもやさしい

安全な道路・交通環境

・地域の憩いの場やシンボルとなる

身近なみどりの継承と整備

・多世代に開かれた交流空間の確保

・日常的なみどりの維持・創出

・安心・安全なみどりの空間

“復興後のまちで見たい風景（シーン）＝都市復興の小目標” の要素として、多く聞かれた意見をまとめています
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続いて、【資料２】

「（仮称）杉並区事前復興まちづくり方針」

これまでの検討内容のまとめ

をご覧ください。
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